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「神経の傷痕（きずあと）」

湘南日独協会 理事 星 野 諭

私はドイツに住んだことがない。

旅行は大学時代にゼミ仲間と出か

けた中／東欧周遊と、会社員のこ

ろＧ・Ｗを利用して行ったアウク

スブルクでのホームステイのみ。

ドイツ語は今もうまくしゃべれない。現在ドイツ語

講座の運営を担当しているが、その未熟な受講生で

もある。そんな私にとってドイツとは何か。

「中二病」という言葉がある。ウィキペディアで

は「中学２年生頃の思春期に見られる、背伸びしが

ちな言動を自虐する語」と定義されている。２年生

とは限らないが、人は中学生のときの感性でその人

生が大体決まるように思う。神奈川に生まれ育った

私の感性は、東京の私立中学に進学してからそれま

でとはまったく違う刺激を受けることとなった。

学校の図書館で出会った小説『幽霊』の著者北杜

夫が、同じ中学出身の先輩だと知って驚いた。OB

によるピアノ演奏会では山下洋輔が肘で鍵盤をたた

いていた。同級生の間で話題の音楽はプログレをは

じめとする最先端のロックだった。私はクラシック

に傾倒し、文化祭ではフルトヴェングラーやカラヤ

ンのレコードコンサートをやった。

当時の小中学生の趣味の王道は切手集めだった。

学友に誘われて初めて訪れた新宿の郵趣会館はその

世界の頂点だった。お年玉を握りしめて出かけて行

き、ミッヘル社のドイツ切手カタログ専門版を手に

入れた。それを読むため、授業で必要と偽って母親

に独和辞典を買ってもらった。それから毎日のよう

に戦前のドイツ切手を求めて新宿に通った。中学２

年の時、全国切手展に「ナチスドイツと第二次世界

大戦」という題のコレクションを出品し、審査員奨

励賞を貰って有頂天になった。ドイツ語の入門書も

手に入れたが、同好の先輩から大学に入るまでは英

語に集中した方がよいとアドバイスされて封印した。

ところが大学では遊びや麻雀に夢中でドイツ語の

授業をサボった。就職先としてドイツへの海外駐在

もあると人事課が宣う会社を選んだ。しかしドイ

ツ・フリークを自称し、毎年ドイツへの異動希望を

書いていた私には、駐在はおろか、ドイツへの出張

の機会すらとうとう訪れなかった。会社もよく人を

みている。

思い起こせば、小学６年のころ読んだシャーロッ

ク・ホームズ『深夜の恐怖』（原題『緋色の研

究』）で、犯人が殺人現場に残した“RACHE“とい

う言葉が印象的だった。スコットランドヤードのヘ

ボ刑事が「犯人はレイチェルという女性の名前を書

きかけた」と迷推理をすると、ホームズはそれが

「復讐」という意味のドイツ語であると喝破する。

女性の名前が復讐に似ているとは、ドイツ語とは何

と恐ろしげで厳めしい言語であるかと子供心に感じた。

さらにそれより前のこと。家にクラシックの小曲

を集めたソノシートがあり、私はよくそれを小さな

レコードプレーヤーで聴いていた。その中の一曲

『乙女の祈り』のジャケット解説に、額に巻き髪の

若くて華奢な西洋の女性の写真が載っていた。彼女

の顔を見つめているうちに、幼い私は何か胸が切な

くなった。ずっと後年になってそれが19世紀ウィー

ンを舞台にした映画『エリザベート』の主役を演じ

たロミー・シュナイダーであると知った。

北杜夫は『幽霊』で、人はなぜ特定の相手に初恋

をするのか語っている。「すべては幼年期のしわざ、

神経に刻まれた傷痕のいたずらです」。私にとって

のドイツは神経に刻まれた傷痕に似ている。



講演では、ミャンマーに対する日本の対応の現状に

ついては、前大戦時及び戦後の復興の時期には前述の

映画にあるように強いきずながあり、友好関係が強

かったが、国軍が支配するようになった現在は正式の

大使を置いていない、臨時大使を置く関係となり、政

権を握っている国軍とのパイプが無く、日本が引けば

中国が出てくるといった状況にあり、したがって新し

いプロジェクトはない、との説明があった。さらに世

界的に注目を浴びている世界で最も酷いと言われるロ

ヒンギャ難民問題、国軍による犯罪国家化は北朝鮮と

同じとも言われる状況にある、とのことであった。

日本は海洋に囲まれていることで、地続きの国境を

持つ国と異なり他国からの侵略あるいは不法移民の脅

威は少ないように思われるが、自然資源、人的資源に

対する需要は今後ますます受給バランスが崩れ、新た

な問題が発生増加する傾向にあると思う。

身近な問題としての、高齢化による、労働人口の減

少、ひっ迫する介護等のサーヴィス従事者の減少の対

応として外国人の受け入れが急務である。ミャンマー

の人たちは穏やかな風貌からも何か親しみを覚える。

ここにきて世界的に民主主義の危機とも言われる状

況が拡大しているが、一方バングラデシュのように民

主化の兆し（日経新聞２月５日のOpinion）のような

新たな希望も見えてきている。2025年が良い意味で

の転換期になってほしいと願っている。

世界的に自国優先の意識行動が過度に強くなってい

るように思われる。地球という一つの船に乗っている

ことを理解し、この世界の将来を考え行動する人たち

への支援の必要性を一層強く感じた講演会であった。

11月例会

講演「ミャンマーで今何が起こっているか？

世界への示唆」

講師 林 薫 氏

グローバル・ラーニング・サポート・

コンサルタンツ代表 元立教大学教授

  寄稿者 会員 大久保 明

ビルマと言う国名で、「ビ

ルマの竪琴」の名の映画で子

供のころから、ミャンマーは

宗教心の強い国民と南国の空

に黄金のパゴダが輝く穏やか

な国の印象を持っていたが、

国名が変わったころから政治

の安定しない民族間の抗争の激しい、軍隊の支配する

国となってしまった。

ウクライナへのロシアの侵攻、中東でのイスラエル

とイスラム諸国との争いの激化と、世界はさらなる混

乱を深めている。その遠因は宗教の違いにあり、民族

がそれぞれ宗教を持つことに不思議は無いが、それぞ

れの神は争いを求めるものでは無いと私は信じている。

日経の昨年１１月２３日の社説には「中国はミャン

マー国軍制止を」とあり、ここにミャンマーの混乱に

は、本来は国内問題であるが外国勢力の影響が強く、

一層複雑にしていることが解る。1998年アウンサン・

スーチーさんが軟禁され、軍政が始まり国名も変わ

り、我々の旧ビルマのイメージが大きく変わってし

まった。

世界は民族の自立を叫んでいるが、多くの民族が支

配勢力に蹂躙されている現実も多い。それぞれの国民

の自立のための諸外国の応援が必要であり事実日本か

らも経済的・人的多くの支援がなされている。林さん

は父親が元東京銀行のラングーン駐在員であったこと

もあり、JICA（国際協力機構）の一員として、国際ボ

ランティアとして長く活動しておられれる。

日本は国を挙げて、広く資金の提供、人的支援を

行ってきている。係争中の地域での支援活動は、多く

の危険性を含み、アフガニスタンでの医師の中村哲氏

が犠牲になったことは良く知られている。そのような

危険があるにも拘らず多くの人々が使命感を以て海外

で活動している。
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林 薫 氏



食品には、牛肉には50－72%、野菜では85－97%

という大量の水が含まれており、この水が、生命と

食品の関係に重要な役割を果たしている。この水に

は、食品中で自由に運動、移動できる普通の水と同

じ性情を持った水、自由水と、たんぱく質などの食

品成分と結合しているため自由に運動、移動が出来

ない水、結合水がある。焼き魚の例を用いて面白い

話をしてくれた。

焼き魚がすぐには焦げないのは、魚の表面に付着

している自由水と魚のたんぱく質に結合している結

合水の為である。火の上の魚の表面の自由水の為に

焦げるのを防ぎ、その間に魚のたんぱく質と結合し

た結合水の為に、当初しばらくは蒸し焼き状態とな

り、黒焦げになるのを防いでいる。

もう一つ面白いと思ったのは、マヨネーズだ。

ハーフは除き、サラダオイルと、卵と、食酢と、塩

だけでできているとのこと。でも次回スーパーで、

マヨネーズを買う時には、添加物のチェックは一応

してみよう。メーカー次第であろうから。

様々な食品と水が人体に対して果たす役割の説明

を聞いたが、人体を単なる材料費として計算する

と、わずか3,100円とのこと。従って、仲間で一杯飲

みに行くときには、会費を3,000円に抑えたらどうか

との話が出た。飲食の価格も諸物価同様に値上がり

していて、この範囲で抑えるのは、なかなか難しい

昨今だ。

１月例会

「食に秘められた『いのち』のリレーと

水の役割り」を聴いて

講師 今井 正直 氏

関東学院大学工学総合研究所 研究員

工学博士

 寄稿者 会員 島 新

講師の先生の肩書と講演

のタイトルから、相当堅い

話ではないかと、勝手に想

像していた。それはとんで

もない思い違いであった。

大学の講義で、学生相手に

話しなれているようで、す

ぐに話に引き込まれた。

寒い日であったので、来場者は余り多くなかった

が、会場では、皆さんから頻繁に笑いが起こり、主

催者として、面目がたち、うれしかった。話は水と

食に関係することが、かなり詳細に語られた。専門

的な事柄にも話は及び、説明はわかりやすかった。

特に印象に残った事柄を、いくつか紹介し、報告と

感想としたい。

 「人間は他からの命を口にして、すなわち食べて、

生きている」との少々驚かされる話から始まった。

その大本は太陽である。太陽によって植物が育ち、

それを他の生物が口にして、栄養にして生きてい

る。すなわち、太陽光と、水と、炭酸ガスによって

光合成が起こり、炭水化物が作られ、それを動物

（家畜）が餌にして、肉となり、人の食料となる。

炭酸ガスは、地球温暖化の元凶として、悪者扱い

されているが、実際はこれが命の源となっているの

だ。こうして、穀物が作られ、これを人間が口に

し、あるいは家畜の飼料に使われて、その肉を食べ

ている。この、家畜が食べる資料の量は、植物、穀

物などの作物の30％に及び、この量が年々増えてき

ていて、人間の食べる穀物量に影響を与えている。

つまり貴重な食料資源が、家畜に大量に消費され

ていて、年々増えている。この現象の中で、日本の

食料自給率は39%と先進国で最低であり、しかも、

食料廃棄率が15－20%に及んでいる。日本の人口が

世界の総人口の２％であるのに、貿易食料の10%が

日本向けである。
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今井 正直 氏

講演会後の懇親会 居酒屋にて



ドイツ語講座便り

湘南日独協会 理事 星 野 諭

湘南日独協会では毎週土曜日にドイツ語講座を開

講しています。講師は慶応大学、獨協大学などでド

イツ語を教えていらっしゃる中川純子先生と、日本

語を解するドイツ出身のアルント＝オラフ・フリー

ス先生のお二人です。中川先生のクラスは「初級

シュリッテ」「初級後半発話」「中級聴解ポッド

キャスト」の３つで、藤沢駅前のミナパークで授業

が行われています。フリース先生は「初級会話」お

よび「中級会話」を担当しており、授業は現在ドイ

ツからオンラインで行われています。

当協会の講座の特徴は「文法」「読解」「会話」

そして「聴解」の４つをすべてカバーしていること

です。受講者の学習段階と学習目的に応じていずれ

も半期で10コマ（隔週授業）の5コースを自由に組

み合わせて受講することができます。

さて、ここで受講者のみなさんからドイツ語を学

ぼうと思った動機についてお話を聴きましたので、

ご紹介しましょう。

・「初めてドイツ、オーストリアを旅行した時に自

然や街並みの美しさに感動し、ドイツ語を勉強

してみたいと思った」

・「大学の時に履修していたドイツ語を忘れたくな

かった」

・「ドイツリートを中心に音楽の勉強を続けている

ので、ドイツ語は重要」

・「若い頃ドイツの文学や音楽を愛好していたの

で、少しでもドイツ語に触れていたい」

また、ドイツ語学習の目的としては、「現地での

会話」「音楽」「食文化」のほか、

・「分野にかかわらずドイツ語そのものの知識を深

めたい」

・「ドイツ語のペーパーバックを読む」

というのもありました。

さて、４月からの新学期では「新ドイツ語入門

コース」を開始します。これは春夏期（4月－9月）

および秋冬期（10月－3月）の１年間でドイツ語の

基本を習得することを目的とするコースです。最新

のオリジナルテキストを用い、日本人講師とドイツ

人講師が毎週交互に授業を行います。受講生全員が

一年後には平易なドイツ語の文を読み、ショート

メッセージを書き、簡単な会話ができるようになる

ことを目指します。初めてドイツ語を習う方、かつ

て習っていてもう一度思い出したい方、大学での第

二外国語習得を先取りしたい方、ドイツ語検定試験

４級合格を目指している方、ぜひ一緒に勉強しま

しょう。受講料は半期 (20回)で¥46,000です。湘南

日独協会会員には¥2,000の割引があります。詳細は

同封の案内申込書をご覧ください。
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２０２４年望年会に２５名参加！

去る2024年12月14日(土)、当協会の望年会が中国

料理『煌蘭』(藤沢さいか屋８F)にて開催されまし

た。当日は25名が参加し、久々の大宴会となりまし

た。最初に会長挨拶で始まり、続いて全員での乾

杯、しばし歓談、食事の後はお待ちかねの歌の時間

です。お馴染のビアソングを皆で歌えば気分はもう

ドイツ。

メインイベントは大福引大会。賞品は大久保相談

役／島名誉会長からのご寄贈の品も含めて、すべて

ドイツにちなんだものばかり（白ワイン Schloss

Johanisberg／ガトー葦製シュトーレン／Kneipp入

浴剤セット／シュナップス Steinhäger／「マッド・

ジャーマンズ ドイツ移民物語」ドイツ語コミック

／Dallmayrコーヒー／Brunnen日めくりカレンダー

／片瀬山「アウスリーベ」のドイツ菓子）。参加者

全員がもれなく商品をゲットし、盛会の裡に Jahres-

abschlussparty 2024は幕を閉じました。（星野）
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ドイツの冬といえば劇場の季節、寒さにより外で

の活動が制限される時期に劇場を訪れるのが文化と

して根付いています。というわけで、我々も仕事三

昧な毎日を過ごしています。今回は２月１日にプレ

ミエのあったミュージカル"Catch me if you can"の

お話をしましょう。

今シーズンは11月にプレミエのあった"My fair

lady"に続く２作品目のミュージカル公演となりまし

た。通常、ブレーマーハーフェン歌劇場では１年に

ミュージカル１公演、オペレッタ１公演、オペラが

４公演（数年前までは５公演）のラインナップっ

だったのですが、今シーズンはMy fair ladyがオペ

レッタの代わりという位置づけで選曲されました。

そもそもミュージカルというジャンルはオペレッタ

から派生したもので、20世紀初頭のオペレッタ作品

ではオーケストラにサックス（Sax）が用いられ、

あたかもミュージカルのようなサウンドになってき

ます。この劇場で以前上演したカルマン作曲の"Die

Herzogin von Chicago"（シカゴ侯爵夫人）はその

良い例です。

ではオペレッタとミュージカルの違いは何かとい

うと、歌手がマイクを使って歌うか否かという点で

す。ミュージカルの場合、歌手がおでこ、もしくは

頬の辺りにマイクを付けて歌います。因みに上記の

カルマンやレハール等の20世紀のオペレッタ作品で

はオーケストラの音量が大きく、歌手の歌やセリフ

部分が聞き取りにくい事が多く指揮者泣かせとなっ

ています。そこで、それらの作品を劇場で上演する

時にはお客さんに見えないようにマイクをおでこに

取り付け、密かに歌手の音量を上げる事がしばしば

行われます。My fair ladyは初期のミュージカルで

ジャズの要素が少なく、音楽の内容としてはオペ

レッタだけれど歌手がマイクを使う作品と言えるで

しょう。

そして今回の Catch me if you canは、2009年初

演の熟成したミュージカル作品といえるでしょう。

音楽の９割がスイング(swing）が書かれ、ジャズの

劇場便り 40

ブレーマーハーフェン 志賀トニオ氏

要素が色濃くなっています。このような作品をオペ

ラ劇場で上演する時には様々な困難が伴います。

ミュージカルというジャンルはその後大きな発展

を遂げ、ミュージカル専門の劇場や歌手が生まれま

した。ここの劇場では今回この作品の為にミュージ

カル専門のソロ歌手３人、アンサンブル歌手５人と

演出家を招聘しました。これは大胆な試みでありお

金も掛かる事であったのですが、稽古の現場では働

き方の違いから生じる色々な問題が発生しました。

12月中旬の立ち稽古初日、立ち稽古を始める前に音

楽稽古をしたのですが、ゲストのアンサンブル歌手

達は全く準備ができてなく初見状態だったのです。

オペラの現場では立ち稽古の初日には暗譜した状態

で参加するのがルールなのですが、ミュージカルの

現場では稽古の初日に初めて楽譜を手にして音楽稽

古も始めるのが基本だそうです。そこで我々は立ち

稽古と並行して音楽稽古もする事に。

そして立ち稽古が始まると次の問題が発生。ドイ

ツの劇場では４時間の稽古の最初の１時間半～２時

間の間に一回目の20分休憩を取らなければならない

規則があるのですが、今回の演出家がその20分休憩

を利用してアンサンブル歌手が音楽稽古をするよう

に要求してきたのです。彼はさらに４時間の稽古時

間を超過して稽古する事を繰り返し、さらには稽古

が禁止されている午後の時間にアンサンブル歌手と

の稽古を始めたのです。ドイツの劇場は大部分が税

金で運営されており、我々は公務員として働いてい

るので働く時間等の規則がこと細かに決められてい

ます。４時間働いた後には４時間の休憩が入る事が

義務付けられているのです。しかしミュージカルの

現場は私立で働く側の立場が弱く、規則等も確立し

ていないのです。彼らは朝から晩まで働き通しが普

通だそうです。しかし、劇場でのルールは守っても

らわないと困ると思い、上層部の方に直談判に。そ

こでわかったのは、我々のルールは守らないといけな

いが、ゲストに関しては契約上一日中働く事が可能で

ある事。そこで折衷案として、午後の稽古は本来禁

止されているので、我々劇場関係者抜きのゲストの

みでCDを使って稽古する事に。

彼等には気の毒だったのですが、実際とても踊り

や舞台転換が多く、稽古時間が足りていなかったの

で、ある意味演出家の執念を感じ、皆くたくたにな

りながらも最終的にはオペラ劇場がなしえる上質の

ミュージカルの舞台に仕上がったと自負しています。

お知らせ： 今回で劇場便りは紙面での発行を終了し、

今後はホームページのみでの掲載となります。
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日比谷花壇系列のフラワー

デザイン教室 ‟Du”を藤沢で

主宰し、早29年。この基礎

コースをはじめ、ドイツ人フ

ラワーデザイナー‟Gregor 

Lersch"氏に師事し、その理

論や手法を上級コースで多く

の方々と楽しみながら、時に

ちょこっと厳しく、土、日曜日にレッスンをしてお

ります。 

また、レッスンとは別に、十数年前より生花を

使った介護予防の活動を湘南地区や横浜、東京での

高齢者施設で展開し、現在は会場（Ｆプレイス）ま

でお越しいただける少し元気な方のために、第２木

曜日ＡＭ10 :0 0より、‟いきいきフラワークラブ”で

シニアの皆様と心地よいひと時をご一緒させて頂い

ております。お花好きの方、是非のぞいてみてくだ

さいね！来年(2026年）には、‟Du” 30周年を記念し、

私のフラワーデモンストレーションをする予定です。

お時間がございましたらご覧くださいませ。

〒251-0052 藤沢市藤沢１－９－３

 0466-22-6583

E-mail info@duflower.com

URL: http://www.deflower.com

会員紹介

お花とともに  原口 和子

ドイツ文学読書会

～ドイツ文学を原語で楽しむ会～

ドイツ文学読書会は、本年（2025年）2月10日、

第100回を迎えました。 2019年10月にヘルマン・

ヘッセ『デミアン』で始まった読書会は、コロナに

よる休会、そして再開から間もない2021年8月には

創設から会を牽引してこられた当時の松野義明会長

が急逝されました。

読書会にとってのこうした困難はありましたが、会

員の協力のもと『デミアン』を読了し、その後もトー

マス・マン『トニオ・クレーゲル』、ヘッセ短編など

を読み進めました。2023年秋からは、ドイツ文学専門

の大学名誉教授にご参加いただき『香水』で知られる

ジュースキントの短篇、そして現在は1900年代初めの

作家ルドヴィッヒ・トーマ『悪童物語』を取り上げて

います。

参加者は十数名、毎回、三・四名で輪読し、不明の

点は前述の先生に解説して頂きます。今後は、ゲーテ

とホフマンスタールが同素材を元に書いた短篇を読み

比べ、またツヴァイク、さらにシュトルムなど、さま

ざまなドイツ文学を楽しみながら読んでいく予定です。

ドイツ文学読書会は、毎月２回（第２、第４月曜、

午後３時～５時）ドイツ語文法を一通り済ませた方は、

どなたでもご参加いただけます。

ドイツ文学を原語で読むのは、どこか馴染の音楽を

自分で奏でるのに似ています。CD等で聴いた大好き

な曲を、楽譜を見ながらピアノやヴァイオリンで弾い

て、また歌ってみると、作曲家がその音符にこめた思

い、音の魅力をじかに感じられる気がします。ドイツ

語で書かれた文学も、翻訳でなく原書にふれることで、

作者の言葉使いや言い回しをそのまま味わうことがで

きます。

ご興味のある方は、お問い合せください。ご参加

はいつでも歓迎いたします。

会費 １回 1,000円

開催日並びに時間 第２及び第４月曜日

午後３時～午後５時

会場 ミナパーク会議室（藤沢駅より徒歩5分）

読書会担当  中村 茂子

電話    0467-43-2683

メール natalie@jcom.zaq.ne,jp

見て聴いて楽しむ音楽史

クラシック音楽のお好きな方は是非一度覗いてみ

てください。毎月会の名前のように、大型スクリー

ン、音響機器も整え、大きな会議室を利用しクラッ

シクの名曲を目で耳で楽しみ、曲にまつわる様々な

解説を聞く会です。

解説は湘南日独協会の理事高橋善彦さんです。高

橋さんは長らくトランペット奏者として活躍する一

方、西洋音楽の歴史を研究され指揮もされています。

豊富な知識と経験から毎回思いがけないお話を伺う

ことが出来ます。現在は毎月音楽家シリーズが始ま

り、3月はメンデルスゾーン、5月はモーツアルト、

6月ベートーベンが予定されています。4月はバロッ

ク音楽が予定されています。（会報、ホームページ

をご参照ください。）
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総会関連のお知らせ

昨年９月号会報でお知らせしました通り、今回か

ら総会関連の手続きが変わります。

総会関連書類（議案書、議決権行使用ハガキ）が

４月中旬に会員各位のお手元に届きますので、5/11

総会にご欠席の場合は、説明書に従って議決権行使

をお願いします。

行使された議決権集計後、総会(5月11日 14:00～

ミナパーク5F）開催となります。

皆様のご出席をお待ちしております。

新入会員会員紹介

篠崎 史子 様

寄付金御礼申し上げます

2024年下期、下記の方々より寄付金を頂きました。

寺澤 行忠 様   森田 博之 様   高橋 善彦 様

アムゼルコンサート2025のお知らせ

湘南日独協会混声合唱団は7年ぶりに演奏会を開き

ます。入場整理券（無料）での開催です。

2018年開催後、コロナ禍でも練習は継続し、

ドイツのゾーリンゲン市での国際合唱祭へは

Videoで参加、YouTubeでご覧頂けます。

お誘いあわせのうえ、是非コンサートへ

お越しください。

入場整理券（無料）の申し込み方法

メールにご住所、お名前、ご希望枚数を記載して下

記のアドレスにご送信ください。

amselinfo2022@gmail.com

又は以下の申し込みフォームをご利用下さい

https://ws.formzu.net/dist/S357185608/

会場へのアクセス

横浜市栄区民センター リリス

JR京浜東北線（根岸線）本郷台駅から徒歩約5分

駐車場あり(有料) 台数に限りがありますので,

なるべく公共交通機関をご利用ください。

〒247-0007 神奈川県横浜市栄区小菅ケ谷 1-2-1

   （地球市民かながわプラザ内）

本郷台駅
至大船 至横浜

リリスホール

編集後記

◆「劇場便り」は会報Der Windから離れ、ホーム

ページへ継続掲載することになりました。これは

志賀トニオさんが劇場での役割が重く多忙になら

れた事、会報の編集が難しくなってきたことから

の対応です。これからも是非ホームページでご愛

読頂きたいと思います。

◆「アムゼル」のコンサートが5月開催となりまし

た。入場整理券での開催です。ぜひ多くの皆様の

ご来場をお願い致します。私もステージに立ちま

す。お待ちしています。 （大久保）

ゾーリンゲン
国際音楽祭動画

申込フォーム



湘南日独協会催事カレンダー(2025年03月～2025年07月)  3月01日現在の情報です

見て聴いて楽しむ音楽史（第28回）

13日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題：メンデルスゾーンの音楽

講師： 高橋善彦氏 （会員　湘南日独協会理事）

取り上げる曲：フィンガルの洞窟、交響曲第2番「讃歌」、ヴァイオリン協奏曲、無言歌

読書会 10日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

24日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

談話室SAS 11日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　M2　　　会費：1,000円

SWZ 20日（木） 16:00-18:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 23日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「鴎外と漱石」

講師： 藤野満氏　（湘南日独協会会員）

概要： 明治の文豪森鴎外と夏目漱石、各々が過ごした独逸と英国の対照的な留学生活が二人のその後の文学的業績に

どのような影響や成果をもたらしたのかを考える。又、鴎外が無二の親友と呼んだ賀古鶴所(日本初の耳鼻

咽喉科医)との交流、漱石と子規との交友、賀古と子規の姻戚関係、賀古がどのように鴎外の一生に関わったか、

賀古が口述筆記した鴎外の遺言まで紹介予定。

懇親会：有り

見て聴いて楽しむ音楽史（第29回）

11日（金） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題： 美しいバロック音楽

講師： 高橋善彦氏 （会員　湘南日独協会理事）

取り上げる曲： アルビノーニ: オーボエ協奏曲、パッフェルベル: シャコンヌ、バッハ: チェンバロ協奏曲他

読書会 14日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

28日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

談話室SAS 08日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ1　　 会費：1,000円

SWZ 17日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 5月11日に予定されている総会で開催予定のため、4月の講演会は休会

見て聴いて楽しむ音楽史（第30回）

08日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題： 美しいモーツァルトの音楽

講師： 高橋善彦氏 （会員　湘南日独協会理事）

取り上げる曲：ディベルティメントニ長調K.136、ピアノ協奏曲第20番K.466、交響曲第25番K.183

読書会 12日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

26日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

談話室SAS 13日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 15日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

年次総会 11日（日） 14:00-15:00 　ミナパーク５０５　　

講演会 11日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 薩摩琵琶の演奏と関連する話

講師： 木村昭子氏　（薩摩琵琶奏者）

概要： 薩摩琵琶の演奏（祇園精舎、弓流し、耳なし芳一）と琵琶に関する解説、演奏曲目の解説、

そして平家物語や小泉八雲についてお話し頂きます。

懇親会：有り

アムゼル公演 28日（水） リリス（本郷台）

見て聴いて楽しむ音楽史（第31回）

12日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題：美しいベートーベンの音楽

講師： 高橋善彦氏 （会員　湘南日独協会理事）

取り上げる曲：交響曲第2番、第4番、第6番より各抜粋他(予定)

読書会 09日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

23日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

談話室SAS 10日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　M2　　　会費：1,000円

06月 SWZ 19日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 22日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「第二次世界大戦下の滞欧邦人～ドイツを中心に」
講師： 大堀聰氏　（現代史研究家）

概要： 戦時下のヨーロッパで暮らした日本人は華やかな洋行や、駐在員としての優雅な暮らしをしていたが、一転、戦火を

潜り抜け、現地で敗戦を迎え、まさに着の身着のままで日本に引き揚げる。講演はドイツでの体験談、すなわち戦時中

ドイツにいた人が戦後日本に戻ってきて、そこで講師が直接聞いた話や、日記を見せてもらった話などを紹介する。

懇親会：有り

7月の行事は項目のみ記載、詳細は6月に発行予定の次号に掲載予定

見て聴いて楽しむ音楽史（第32回）休会

読書会 14日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

談話室SAS 08日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ2　　 会費：1,000円

SWZ 17日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 27日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「英国料理はいかにして消滅したのか、イングリッシュ・ティーはなぜ好まれるのか」

講師： 小野塚知二氏（東京大学名誉教授、東京大学特任教授）

懇親会：有り

参加される皆様へ 準備の都合上、早めにお申込ください。

従来、講演会の会場として使用していたアカデミア７Ｆは、江ノ電沿線新聞社の移転により
使用できなくなり、ミナパーク会場となりましたのでご注意下さい。
各催しは変更される場合があります　最新の予定を当協会のホームページでご確認ください。

URL : https://jdg-shonan.ciao.jp/ 右記のQRコードからもアクセス出来ます

03月

05月

07月

04月
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